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あかみね政
賢国会だより

オール沖縄・日本共産党衆議院議員　沖縄１区選出

　
庭
の
片
隅

の
日
日
草
の

葉
っ
ぱ
に
、

孫
が
あ
お
む

し
を
見
つ
け

た

。「

じ
ー

じ
ー
、
あ
お

む
し
を
ふ
ま

な
い
で
よ
」

と
注
意
さ
れ
た
▼
保
育
園
に

通
っ
て
い
た
頃
、「
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
」の
絵
本
が
大
好

き
だ
っ
た
か
ら
、
特
別
な
思

い
入
れ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
▼

庭
の
楓
の
木
に
メ
ジ
ロ
が
巣

を
つ
く
っ
て
い
る
の
も
発
見

し
た
。
玄
関
か
ら
メ
ジ
ロ
の

巣
を
そ
っ
と
観
察
し
て
、
元

気
よ
く
登
校
し
て
い
く
。ク

ロ
ト
ン
の
茂
み
中
に
鳩
の
巣

も
見
つ
け
た
▼
驚
い
た
こ
と

に
、巣
は
ビ
ニ
ー
ル
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
自
然
破
壊
が
す

す
み
、
木
の
枝
や
葉
っ
ぱ
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
▼
生
き
物
た
ち
の
自
然

環
境
が
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
胸
が
痛
い
。
孫
は
気
づ
い

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

通
常
国
会
を
終
え
て

通
常
国
会
を
終
え
て

赤嶺議員赤嶺議員

　
第
２
１
３
通
常
国
会

が
閉
会
し
た
。し
ん
ぶ
ん

赤
旗
日
曜
版
が
ス
ク
ー

プ
し
た
自
民
党
の
裏
金

問
題
が
焦
点
に
な
り
、岸

田
内
閣
の
支
持
率
は

１０
％
台
に
急
落
し
て
い
る
。

　
う
る
ま
市
石
川
の
陸
自
訓
練
場
計
画
で
は
、住

民
の
反
対
運
動
と
結
ん
だ
県
選
出
野
党
国
会
議
員

５
人
の
追
及
は
計
十
数
回
に
及
ん
だ
。住
民
生
活

を
破
壊
し
、沖
縄
戦
の
過
ち
を
繰
り
返
す
軍
事
要

塞
化
は
必
ず
破
た
ん
す
る
。

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
予
算
委
員
会
で
取
り
上

げ
た
が
、岸
田
首
相
は
完
成
の
見
通
し
を
示
せ
な

か
っ
た
。県
民
と
の
矛
盾
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
９
条
改
憲
を
め
ぐ
っ
て
は
、国
民
の
反
対
世
論

を
背
景
に
、首
相
が
表
明
し
て
き
た
任
期
中
の
改

憲
を
と
ん
挫
さ
せ
た
。

　
い
ま
日
本
の
政
治
は
危
険
な
方
向
に
進
ん
で
い

る
が
、逆
流
を
押
し
返
す
新
た
な
国
民
の
運
動
が

始
ま
っ
て
い
る
。力
を
合
わ
せ
、自
民
党
政
治
を
終

わ
ら
せ
た
い
。

　
６
月
16
日
投
票
で
行
わ
れ
た
沖
縄
県
議

選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
４
議
席
を
獲
得
、

現
有
７
議
席
か
ら
３
議
席
を
減
ら
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を
支

え
る
与
党
全
体
で
も
過
半
数
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。ご
支
持
・
ご

支
援
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
期
待
に
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
心
か
ら
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
選
挙
結
果
は
残
念
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
が
、
出
口
調
査
で
も
投
票
し
た
方
の
６

割
以
上
が
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
と
回

答
、
県
民
の
意
思
は
ゆ
ら
ぐ
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
４
名
と
な
っ
た
新
し
い
県
議
団
を
先
頭

に
、玉
城
デ
ニ
ー
県
政
を
支
え
、県
民
と
と

も
に
粘
り
強
く
た
た
か
い
続
け
る
と
と
も

に
、結
果
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
、今
後
の

選
挙
戦
で
の
捲
土
重
来
を
期
し
、
活
動
の

改
善
と
強
く
大
き
な
党
づ
く
り
を
す
す
め

る
決
意
で
す
。

沖
縄
県
議
選
の
結
果
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
沖
縄
県
委
員
会

第
２
１
３
通
常
国
会

赤
嶺
議
員
国
会
論
戦
一
覧

【
予
算
委
員
会
】

　
２
月
26
日
、辺
野
古
の
軟
弱

地
盤
工
事
は
長
期
化
が
必
至
と

し
て
、普
天
間
基
地
の
無
条
件

撤
去
を
要
求
。
同
２８
日
、
深
刻 

〈
2
面
へ
つ
づ
く
〉
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■沖縄・一坪反戦地主会関東ブロックと辺野古
　住民訴訟の上告断念を政府に要請（５月27日）
■18歳までの医療費窓口負担の無料化を国の制
　度として創設するよう求める請願署名提出集会
　（子ども医療全国ネット主催）に参加（同29日）

■「改憲条文案起草委員会設置を強行するな！」
　行動（総がかり行動実行委員会等主催）で挨拶
　（同30日）
■辺野古ゲート前の「県民大行動」（オール沖縄会
　議主催）で挨拶（６月１日）
■代執行による辺野古新基地建設工事の中止と
　普天間基地の無条件撤去を求める請願署名
　提出集会（安保破棄中央実行委員会主催）で
　挨拶（同４日）
■裏金事件の全容解明や金権腐敗の自民党政
　治の転換を求める定例国会行動（国民大運動
　実行委員会等主催）で挨拶（同５日）
■とぐち修、比嘉みずき両県議、宮城イチロー候
　補の出発式で挨拶（同７日）
■イスラエルのジェノサイドを止めるための請願
　を受け懇談（同11日）
■日本平和委員会の第74回定期全国大会で挨
　拶（動画配信／同14日）
■「総理は訪沖前に遺骨土砂使用断念を表明せ
　よ慰霊の日直前６・18政府交渉」（具志堅隆松
　ガマフヤー代表主催）に出席し挨拶（同18日）

この間の活動
化
す
る
教
員
不
足
や
長
時
間
労

働
で
、少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
抜
本
対
策
を
要
求
。

【
安
全
保
障
委
員
会
】

３
月
１２
日
、オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
再
開
取
り
下
げ
、ガ
ザ
へ

の
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
を
要

求
。同
１５
日
、防
衛
調
達
特
措
法

の
恒
久
化
法
案
、う
る
ま
陸
自

訓
練
場
計
画
の
ず
さ
ん
な
選
定

経
緯
を
追
及
。

　
４
月
２
日
、う
る
ま
訓
練
場

の
白
紙
撤
回
・
断
念
、米
軍
訓
練

区
域
の
深
夜
へ
の
運
用
時
間
変

更
の
撤
回
を
要
求
。同
９
日
、殺

傷
兵
器
の
輸
出
解
禁
、次
期
戦

闘
機
の
第
三
国
輸
出
を
追
及
。

同
１１
日
、自
衛
隊
を
米
軍
指
揮

下
に
深
く
組
み
込
む
統
合
作
戦

司
令
部
の
創
設
を
追
及
。同
１８

日
、う
る
ま
訓
練
場
の
撤
回
決

定
を
政
治
利
用
す
る
政
府
・
自

民
党
を
批
判
。

　
５
月
１６
日
、嘉
手
納
基
地
へ

の
無
人
機
ト
ラ
イ
ト
ン
配
備
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
防
氷
装
置
の
欠

陥
を
追
及
。

６
月
１３
日
、陸
自
１５
旅
団
Ｈ

Ｐ
に
牛
島
司
令
官
の
辞
世
の
句

を
掲
載
し
た
問
題
を
追
及
。

【
沖
縄
北
方
特
別
委
員
会
】

４
月
２４
日
、沖
縄
県
の
水
道

料
金
改
定
で
、振
興
予
算
を
減

額
し
て
き
た
政
府
の
責
任
を
追

及
。

【
憲
法
審
査
会
】

あ
か
み
ね
政
賢

市
議・国
会
議
員
35
年
の
実
績・足
跡
⑽

安
倍
首
相
の
強
権
政
治
と
対
決
、

辺
野
古
工
事
中
止
へ
追
い
込
む

　
通
常
国
会
は
、

翁
長
雄
志
沖
縄

県
知
事
の
「
辺

野
古
埋
め
立
て

承
認
取
り
消

し
」
を
つ
ぶ
そ

う
と
し
た
安
倍
強
権
政
治
と
の

対
決
で
し
た
。県
内
外
の
厳
し

い
世
論
が
広
が
り
、辺
野
古
の
工

事
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。し
か

し
な
が
ら
政
府
は
、「
辺
野
古
が

唯
一
の
選
択
肢
」と
く
り
か
え
し

て
い
ま
す
。
普
天
間
無
条
件
撤

去
・
辺
野
古
新
基
地
断
念
ま
で

さ
ら
に
厳
し
い
追
及
が
必
要
で

す
。（『
ア
カ
ミ
ネ
セ
イ
ケ
ン
国
会

だ
よ
り
』２
０
１
６
年
６
月
号
）

翁
長
知
事
の
決
意
支
え
、総
力

あ
げ
て
、
辺
野
古
新
基
地
ス

ト
ッ
プ
を

　
昨
年
は
、高
江
の
オ
ス
プ
レ

イ
着
陸
帯
建
設
強
行
に
対
す
る

抗
議
活
動
が
続
き
ま
し
た
。ま

た
、オ
ー
ル
沖
縄
の
力
で
、辺
野

古
新
基
地
建
設
工
事
を
中
止
さ

せ
た
一
年
で
し
た
。政
権
に
迎
合

し
た
最
高
裁
判
決
を
盾
に
、安

倍
政
権
は
工
事
を
再
開
し
よ
う

と
必
死
で
す
が
、新
基
地
反
対

の
強
い
民
意
を
力
に
、翁
長
知

事
は
行
政
権
限
を
最
大
限
行
使

し
て
阻
止
す
る
決
意
で
す
。
今

年
も
翁
長
知
事
を
支
え
て
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

（『
ア
カ
ミ
ネ
セ
イ
ケ
ン
国
会
だ

よ
り
』２
０
１
７
年
１
月
号
）

４
月
１１
日
、自
民
党
は
裏
金

事
件
で
国
民
の
信
を
失
い
、改

憲
議
論
の
前
提
を
欠
い
て
い
る

と
主
張
。同
１８
日
、日
米
の
指
揮

統
制
の
か
つ
て
な
い
連
携
強
化

に
ふ
み
こ
ん
だ
日
米
共
同
声
明

を
批
判
。同
２５
日
、辺
野
古
の
代

執
行
や
地
方
自
治
法
改
悪
な
ど

地
方
自
治
を
蹂
躙
す
る
岸
田
政

権
を
批
判
。

　
５
月
９
日
、県
地
域
外
交
方

針
や
党
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
に
ふ
れ
、

憲
法
９
条
を
生
か
し
た
外
交
努

力
を
強
調
。同
１６
日
、本
土
復
帰

後
も
続
く
県
民
の
人
権
蹂
躙
を

変
え
る
こ
と
こ
そ
政
治
家
の
責

任
と
強
調
。同
２３
日
、憲
法
と
矛

盾
す
る
日
米
安
保
条
約
・
地
位

協
定
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
べ

き
と
主
張
。同
３０
日
、企
業
・
団

体
献
金
で
国
民
の
参
政
権
が
侵

害
さ
れ
て
い
る
現
実
こ
そ
た
だ

す
べ
き
と
主
張
。

　
６
月
６
日
、沖
縄
戦
の
実
相

に
ふ
れ
、憲
法
９
条
に
基
づ
く

外
交
努
力
を
強
調
。同
１３
日
、平

和
国
家
の
理
念
を
破
壊
す
る
岸

田
政
権
を
批
判
し
、政
治
の
転

換
に
全
力
を
つ
く
す
と
強
調
。


